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　6年制の国家試験は必須問
題（90問）と一般問題（255
問）の合計345題の出題にな
った。試験領域は「物理・化
学・生物」「衛生」「薬理」「薬
剤」「病態・薬物治療」「法規
・制度・倫理」「実務」の7
領域である。試験は、領域別
に行うのではなく、薬学全領
域を出題の対象として、「必
須問題」と「一般問題」とに
分け、さらに一般問題を「薬
学理論問題」と「薬学実践問
題」とした3 区分で試験を実
施した（表３参照）。それぞ
れの出題区分は下記のような

問題内容で出題される。
　１）「必須問題」は、全領域で出題
され、医療の担い手である薬剤師とし
て特に必要不可欠な基本的資質を確認
する問題であり、共用試験と同様の五
肢択一の比較的やさしい問題である。
　２）「薬学理論問題」は、「実務」を
除く全領域で出題され、6年間で学ん
だ薬学理論に基づいた問題である。
　３）一般問題の薬学実践問題は、「実
務」のみの問題と「実務」とそれ以外
の領域とを関連させた連問題形式の

「複合問題」からなる。「複合問題」は、

生が新傾向の問題だと思ってしまった
かもしれない。今後もこの傾向は続き、
暗記だけでは解けない「理解力」と「考
える力」を必要とする国家試験になっ
ていくと思われる。
　「薬学実践問題」の複合問題や実務
問題は、97回より医療現場での実践
的な記述、添付文書の記載などが数多
く出題され、5年次以降に実施される
長期実務実習での成果を問う問題が多
かった。
　現在、チーム医療の一員として、臨
床能力と医療現場での必要な生きた知
識や技能を身につけた薬剤師が求めら
れている。6年制では、病院と薬局な
どの医療現場でそれぞれ11週間（合
計22週）におよぶ長期実務実習への
参加が義務づけられている。さらに4
年次には、学内での実務実習事前学習
や長期実務実習に参加するために必要

な知識・技能・態度が備わっているか
を確認する共用試験が行われている。
　また、充実した臨床教育を実施して
いる大学も多く、問題抽出・解決型の
講義であるＰＢＬ（Problem-baced 
l e a r n i n g）やＴＢＬ（Te a m B a s e d 
Learning）の実施、バイタルサインが
読める薬剤師能力の開発やフィジカル
アセスメントのできる薬剤師を目指す
臨床実習を実施している。
　第98回薬剤師国家試験は、医療現
場での実践的な問題解決能力を身につ
けた「考える力」を持つ薬剤師を輩出
するという、明確な方向性を示し、6
年制卒薬剤師に対する期待を感じさせ
る試験であったといえる。
　これらの結果から、来春の第99回
薬剤師国家試験は、「基礎力」「考える
力」「問題解決能力」を必要とする問題、
医療現場のより実践的な問題が多くな

るなど、98回の傾向とは大きく変わ
らないと考えられる。また難易度は上
昇すると思われる。
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「必須問題」「一般問題」の総評と今後の対策

6年制薬剤師国家試験で初めて導入さ
れた出題形式で、症例や事例を挙げて
実務の現場で薬剤師が直面する問題を
解釈・解決するための資質を問う問題
で、実践力・総合力・基礎力を確認す
る出題である。 
　新薬剤師国家試験は2日間で実施さ
れ、「必須問題」は1問1分、「一般問題」
は1問2.5分で解く時間配分になって
いる。
　また、表３には新国家試験の合格基
準を挙げている。合格基準は、全問題
への配点の65％以上を基本とする。し
かし、「必須問題」は、全問題への配点

の70％以上で、かつ構成する領域の得
点がそれぞれ配点の50％以上、「一般
問題」は構成する各領域の得点がそれ
ぞれ配点の35％以上とされている。こ
れを「足切り」という。
　4年次に行われるＣＢＴは総点で判
断される（60％以上）が、国家試験は各
領域ごとに「足切り」が設定されている
ので、いくら総点が合格基準に達して
も「足切り」で不合格になるので注意し
なければいけない。
　第98回国家試験では、「物理・化学・
生物」の足切りで不合格になった受験
生が多かった。

　１）「必須問題」は、比較的得点し
やすい問題だったが、物理や化学には、
高校で勉強した基本的事項を問う問題
が数題あった。「病態・薬物治療」は、
実際の心電図の波形を読み取る問題な
ど難易度が高いものが見られた。全体
的に基礎的事項を問う問題が多く、難
易度設定や問題バランスともに適切な
問題であったと思われる。
　また「必須問題」は、一般問題に比
べて比較的得点しやすいため得点源で
ある。「必須問題」の得点率が90％な
ら、「一般問題」の得点率は56.5％で

合格基準に達することになる。「必須
問題」は、80 ～90％の得点率を目指
して勉強してほしい。
　２）「薬学理論問題」は、「物理」「生
物」のほか「薬剤」「法規・制度・倫理」
が97回に比べて難易度が上がってい
る。また「病態・薬物治療」などに見
られるように、新たに出題基準に追加
された項目からの新傾向の問題が多く
出題されている。既出問題からの再出
題ではなく、既出問題の内容をベース
にして出題形式を変えたものが多かっ
たため、正解できない受験者がいたと

思われる。さらに実験結果などから考
察させる「考える力」を必要とする問
題も出題されている。4年次に実施さ
れたＣＢＴとは違い、記述が長いので
読解力が必要である。
　また既出問題は、暗記するのではな
く、周辺の事項を理解していれば大き
な得点源になるので、ぜひ第89回か
ら98回の既出問題は、8月までに1回
は解いてほしい。
　３）「薬学実践問題」の複合問題は、
症例や事象・処方を読み、実務とそれ
以外の領域の問いに答える連問であ
る。衛生以外はやや難易度が上がって
いる。97回に比べて、特に製剤の問
題の難易度が高く、より実践的な医療
現場での実務の問題（問題解決能力を
問う）が増えている。また「生物」と

「薬理」など基礎科目を中心に科目の
壁を越えた問題が多く、すべての科目
を医療・実務につなげる勉強をしなけ
ればいけない。また、98 回の製剤学
では、局方16改正による問題が初め
て出題された。
　添付文書の内容に関する問題が多か
ったが、医療現場を意識したためであ
ろう。中枢神経、循環器系、代謝系の
実践問題は作成しやすいため、これら
の分野の薬物の添付文書にも目を通し
ておきたい。99回の難易度が上昇す
ることが予想されるので、なるべく早
めの対策が必要である。

表３　新薬剤師国家試験問題区分と合格基準

※実践問題は、「実務」20問、およびそれぞれの科目と「実務」とを関連
させた複合問題130問からなる
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